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御　挨　拶
　　　　　　理事長　冨金原　伸　伍

盛夏の候　同窓諸兄姉の皆様方の御
健勝を心よりお慶び申し上げます。兵
庫工業倶楽部は日頃より皆様方の熱き
母校愛に支えられて健全なる運営がな
されています。この書面を借りて御報
告と共に改めて御礼申し上げます。

此の度、矢部宰文校長先生が御退官されました。在任中
には百年に一度有るか無いかの稀有な出来事、即ちコロナが
発生し、終息するまでの３年３ヶ月間コロナ禍一色に染まっ
ておりました。その間卒業式、入学式、その他諸事万端全
てが縮小、中止されてしまい、学校運営も儘ならない中に
も拘わらず、特段の事故も無く粛々と学校運営を為されて
来た事に敬意を表します。退官後も今迄以上に御健勝にて
過ごされます事を心より祈念致します。又、岩井高士先生
が新校長として御着任されました。３年余の間滞っていた
諸事業等を元に戻し、今まで以上に進化発展させられん事
を大いに期待致したく思います。

扨、現今世界中を騒がせてきたコロナって一体全体どう
いうものだろうかと浅学非才な私が烏滸がましくも私なり
に検証してみたいと思います。先ず云いたいのは、第２類
に指定されていたものが３年余経った今、いきなり第５類
に引き下げられましたが然し、時を得ずして第９波の到来
が囁かれており、「XBB・1・5」系統等がワクチンや自然感
染で得た免疫を回避する可能性が指摘されて、不安材料と
して取り上げられています。まあ、次から次へと変位体を
見付けてはそれに合うワクチンなり治療法を探し出して、又
不安を煽る材料としているように思えてなりません。昔米
国の製薬会社の社員に売り上げを上げたければ「新しい病
名を見付けよ」でした。何故なら、それに見合う薬が新薬
として売れるからです。現在の医療界をみると細分化し過
ぎて何が何やら訳が分からなくなっているように思います。

最後に、良寛禅師の言葉で締め括りたいと思います。
　　災難に遭う時節には災難に遭うが良く候
　　死ぬ時節には死ぬが良く候
　　これはこれ災難をのがるる妙法にて候
要するに心を乱さず、常に平常心にしておく事が肝要で

あると云っておられます。最後なりましたが、同窓諸兄姉
の御健勝とご繁栄を祈念致し、並びに母校が一日も早くコ
ロナ禍を克服して従来の姿に戻られん事を心よりお祈りし
て擱筆させて頂きます。

「社会で貢献できる県工生」の育成
校長　岩　井　高　士

兵庫工業倶楽部の皆様におかれまし
ては、益々ご健勝でご活躍のこととお
喜び申し上げます。日頃から母校の発
展のために、物心両面からのご支援と
ご協力を賜り、心から感謝申し上げま
す。この４月から本校に着任しており

ます岩井高士（いわい　たかし）と申します。どうぞよろし
くお願いいたします。昨年度創立120周年を迎えた伝統ある
学校で校長としての勤務に身の引き締まる思いです。

着任しての印象は早朝補習に全学年で取り組み、部活動
が盛んで、生徒が立ち止まって挨拶するなど、礼儀正しく
誠実な印象を受けました。建学の精神「誠実勤勉であれ」「根
性の持ち主であれ」「つねに明朗闊達であれ」のごとく、県
工プライドを持って不断の努力を重ねていることを感じま
した。今後も文武両面においてますます活躍してくれるこ
とと期待しています。

新型コロナ感染症法上の位置づけが５類感染症へ移行し
ました。約3年間にわたる長いコロナのトンネルを抜けた感
がありますが、引き続き感染拡大には留意しながらコロナ
前の教育活動に戻しつつ、ポストコロナの新しい教育への
移行を進めて行く所存です。

国の労働政策研究・研修機構の調査によれば、今後重要
になってくる能力は、デジタル技術をものづくり現場等へ導
入活用していく能力であると指摘しています。つまり、工
業高校において、ものづくり産業におけるＤＸ（デジタル
トランスフォーメーション）に対応した人材育成が今後重
要であるということです。このことを踏まえながら教育活
動を見直していく必要があると考えています。特に一昨年
度導入された最新のデジタル産業設備機器を活用した実習・
課題研究の充実に力を入れること、一人一台のタブレット端
末を効果的に活用した授業を充実させることが必要と考え
ています。それらを踏まえつつ、本校では「人としての成長」
を一番に考えながら、「社会で貢献できる県工生」を目指し
ていきます。

県工生はまだまだ内に秘めた素晴らしい能力（魅力）を
持っています。その能力（魅力）を発揮するには、困難な
ことに果敢に挑戦し続けることが大切だと考えます。失敗
しても、そこから学び、また前に進んでいく強い気持ちが
大切です。その機会を本校はたくさん提供していきます。

今後とも、兵庫工業高等学校のさらなる発展のために尽
力して参りますので、同窓会兵庫工業倶楽部の皆様には、母
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２　母校創立120周年　収支決算報告
収入の部

項　　目 決　算　額
特 別 積 立 金 振 替 10,000,000
電 子 会 協 賛 金　 250,000

合　　計 10,250,000
支出の部

項　　目 決　算　額
記 念 式 典 822,226
記 念 誌 発 行 1,931,050
記 念 横 断 幕 489,280
記 念 品 1,512,500
記 念 事 業 費 4,075,620
新 聞 広 告 費 584,540
そ の 他（ 予 備 費 含 ） 687,506

合　　計 10,102,722
収支差額　10,250,000 － 10,102,722 ＝ 147,278-

（一般会計へ）

記念式典
●開催日：令和4年11月8日（火）
　　　　　第Ⅰ部　記念式典　13:00 ～ 14:00
　　　　　第Ⅱ部　生徒発表　14:30 ～ 16:15
●場　所：神戸常盤アリーナ（兵庫県立文化体育館）

明治35年(1902年)11月、兵庫区大開通に「兵庫県立工業
学校」として開校した母校は、昨年の令和4年（2022年）11
月に創立120周年を迎え、記念式典が挙行されました。

第Ⅰ部の記念式典では矢部校長先生の式辞、稲次教育次
長から兵庫県教育委員会あいさつ、ご来賓を代表して兵庫県
立高等学校長協会の沖副会長から祝辞を頂きました。そして、
兵庫工業倶楽部冨金原理事長より実行委員長あいさつ、育友
会長あいさつ、生徒代表のよろこびのことばと続き、最後に
生徒有志による校歌斉唱で閉式となりました。コロナ禍で制
限がある中でも、厳粛かつ華やかな式典となりました。

　

第Ⅱ部の生徒発表は吹奏楽部（OB・OG含）による記念
演奏で始まり、引き続き機械工学科・総合理化学科・都市環
境工学科・建築科の生徒がそれぞれの日頃の学習の成果を発
表しました。学科の特徴が表れた発表ばかりで、生徒中心の
すばらしいⅡ部でした。

校の教育振興のため、変わらぬお力添えを賜わりますよう
お願い申し上げるとともに、同窓会のますますのご発展と
皆様のご活躍を祈念申し上げます。

ご　挨　拶
教頭　 林　　泰　孝

この度、教頭として赴任いたしまし
た林　泰孝（はやしやすたか）と申し
ます。専門教科は工業の機械・金属で、
これまで工業系の高校で34年間勤務し
てまいりました。前任校は飾磨工業高
校で２年間教頭として勤めていました

が、兵庫工業高校での勤務は初めてです。121年という伝統
をもつ県下を代表する本校で勤務できることを誇らしく感じ
ると同時に「しっかりと仕事をしなくては！」と身の引き締
まる思いです。

先日の常任理事会では、出席者の皆様のお話を伺う中で、
「母校への熱い思い」と「在校生への温かいお心遣い」を強
く感じました。このお気持ちを生徒、職員にしっかりと伝え
て、生徒の成長と学校の発展に繋がるような教育活動を展開
していくことが、教頭としての責務と考えています。学校の
中にいると見えていない部分がたくさんあると思います。兵
庫工業倶楽部の皆様にご助言やお力添えをいただきながら、
兵庫工業高校の発展のために尽力させていただきますので、
今後ともご指導、ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。

母校創立 120 周年
 記念事業報告

１　母校創立120周年　記念事業について
⑴ 記念式典

日時：令和4年11月8日（火）13:00 ～ 16:15
場所：神戸常盤アリーナ

⑵ 記念誌　1500部発行
⑶ 記念横断幕　2箇所（Ａ棟正面、体育館北側）
⑷ 記念品　記念タオル2800枚作製
⑸ 記念事業

・温水シャワー用給湯器設置（ガス配管工事含む）
・やまなみ会館屋根塗装等補修工事

⑹ 新聞広告
・神戸新聞　新年あいさつ
・神戸新聞　周年記念告知広告

⑺ その他　電子工学科閉科式関係
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(事務局　前田　　学　記)

本部•各会•支部総会だより
令和５年度 兵庫工業倶楽部 総会

（理事会・懇親会）
●開催日：令和5年5月27日（土）
●場　所：湊川神社　楠公会館
●出席者：理事会 ２８名　懇親会 ４２名（来賓20名含）

コロナ禍で令和2年度から4年度の三年間開催出来なくて
書面決議の総会（理事会）を四年振りに楠公会館に於いて開
催することが出来ました。

冨金原理事長以下、各科の本部理事の出席のもと総会（理
事会）が開催され、別頁の特集に掲載のとおり議事が承認さ
れ、今年度の事業計画のもと活動を開始しました。昨年度の
母校創立120周年記念事業報告・決算報告・会計監査報告も
承認されました。

総会終了後、歴代校長先生、現校長先生および部科長等の
先生方の参加のもと懇親会が開催されました。理事長、校長
先生ご挨拶の後、吉田元校長先生の乾杯のご発声で会が始ま
り、母校発展のための前向きな意見等が交わされ、同窓会歌、
校歌の合唱の後、小河元校長先生の万歳三唱のご発声でお開
きとなりました。同窓会と母校の連携・懇親を図ることがで
きました。　　　　　　　　　　　（事務局　前田　学　記）

令和４年度　兵工建築会　総会・懇親会
●開催日：令和4年10月8日（土）
●場　所：湊川神社　楠公会館
●出席者：５５名

コロナ禍で２年間中止となっていましたが、３年振りの開
催となりました。母校から中野教頭先生をはじめ建築科の先
生方、兵庫工業倶楽部から理事長と専務理事をはじめ各科会
長が来賓として出席いただきました。

総会では小田会長からご挨拶をいただいた後に議事を終え、
懇親会では来賓紹介後に髙山先生の乾杯で懇談へと移りまし
た。皆様の満々とした笑顔に包まれ、楽しい時間が瞬く間に
過ぎていく中、出席者皆様のご健勝とご多幸を祈念してお開
きいたしました。やはりコロナ禍の影響か出席者が若干少な
く、寂しさを感じましたが毎年総会を開催できますことを祈
念しております。　　　　　　　　  （事務局　飴野　拓　記）

令和４年度　各会　総会・懇親会
◆　9月　　電気会	 楠公会館		 中止
◆　10月				土木会	 	 	 中止
◆　11月				機械会	 楠公会館	 延期　

軟式野球部ＯＢ会ゴルフコンペ

昭和3年の第１回大会から連続８度、その後、昭和48年（18
回）・同55年（25回）、そして、平成元年（34回）・同２年（35
回）と合計12度の全国大会出場（内、２度の準優勝）を誇る
伝統ある県工軟式野球部ですが、OBによる「ゴルフコンペ」
を毎年「お盆と年末」の２度開催しています。遠くは東京や
三重・岡山県等から、又、近年は軟式野球部以外のOBや先
生（旧職員）も多数参加しています。　

今年は8月12日と12月29日（粟賀ゴルフ俱楽部）を予定
しています。関心のある方は吉川までご連絡ください。

（兵工軟式野球部OB会会長　M高16　吉川　健次　記）
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兵 工 山 の 会 
志賀高原スキー

●山行日：令和5年2月23日～ 26日
●山　域：長野県　志賀高原スキー場
●参加者：川島(M高10)、石見(E高26）、山本(E高30）
　　　　　大西(C高26)

山岳部ＯＢ会の兵工山の会です。昨年も９月に北アルプ
スに出かけました。目的の白馬岳頂上へは２人行き、他のメ
ンバー２人は山麓でハイキングをしました。写真は志賀高原
の横手山山頂です。スキーに出かけた時のものです。長野県、
岐阜県、兵庫県のゲレンデでスキーを楽しんでいます。今年
の９月には北アルプの五竜岳へ行くことになっています。６
月からトレーニングを開始して体力をつけて行ってきます。

（会長　Ｃ高26　大西　眞秀　記）

クラス会（同窓会）だより
M高17-1クラス会

●開催日：令和4年10月6日（木）
●場　所：①母校（創立120周年）訪問
　　　　　②湊川神社 楠公会館（懇親食事会）
●出席者：8名

約60年振り(在校時創立60周年)に新装の母校を訪問した。
正門から入る時、通学当時が偲ばれ感無量。

兵庫工業倶楽部会館（やまなみ会館）で教頭先生より母校
の現状説明をしていただいた。パンフレットを資料に、1.機
械工学2.総合理化学3.デザイン4.建築5.電気工学6.都市環境
工学7.情報技術の７学科の説明の後、校内の見学、特に【機
械科NC旋盤・製図3DCAD実習室】を見学した。在校当時
が偲ばれ感無量…。【IT化】を実感しました。在校生(女子)
に訪問記念写真を撮って貰い母校を後にました。

移動後の懇親会では、冒頭に急逝【榎本次郎氏】のご冥福
を祈念。”在校当時の話に華を咲かせ”、次回の再会を誓って

「楠公会館」を後にしました。　　　　　　(山口　正典　記)

【訃　報】
　①片山史郎：令和4年10月ご逝去
　②原田宗明：令和5年  4月ご逝去

E高12-2 オンラインクラス会
●開催日：令和4年11月6日（日）
●場　所：オンライン　ZOOM使用
●出席者：10名

クラス会は三年間担任頂き７年前に御逝去された佐伯先生
のニックネームから「カッパ会」と称し、今回で27回となる。

コロナ禍で三年連続のZOOMとなった。昨年同様10名の
参加を頂く事が出来、傘寿パワーを発揮し、賑やかに過ごした。

大学の博士課程を目指す者、スペイン語を習い始めた者、
インドへ日本文化の協力をする者、ラズベリーパイに凝る
者、テニスを始めた者、一方マイナンバーの話、白内障や腰痛、
免許返納の話等々話題は尽きなかった。

奥さんを大事にしよう、クラスメートに感謝しようが纏め
となった。皆、なにがしら問題を抱えているが、明るさは失っ
ておらず、お互いに元気をもらい合えた事であった。お開き
は校歌を歌い３時間半！を終えた。

　　　　　　　　　　　　　　　　（保坂　憲一　記）

A高24回卒業50周年クラス会
●開催日：令和4年11月27日（日）
●場　所：湊川神社　楠公会館
●出席者：23名

令和4年3月で卒業50周年を迎えました。半世紀が過ぎま
した。50年色々な事があったのでしょうが、振り返ればあっ
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という間に過ぎたような気がいたします。3月末にクラス会
を開く予定でしたが、コロナ騒ぎの中で開催を見送っていた
のですが、少し下火になってきたので思い切って年度内に開
く事としました。

担任の長谷川先生もお元気で御出席頂き（担任されたクラ
スでは学園紛争などがあり一番ご心配をおかけしたクラスだ
と思います）同級生23名が集まり、賑やかに開催出来ました。
卒業以来50年ぶりの級友もいて（藤井昇君は畑違いの仕事だ
からと今まで出席してもらえなかったのですが、今回は浜田
君の口説き落としで50年振りにお会いできました）古希を迎
えた爺さん達の集まりでしたが、年齢を重ねた顔の中に昔の
面影もあり、在学中の思い出話に花が咲きました。

今回までは節目の年に開催していたのですが、この先いつ
お迎えが来るやもしれないからと毎年集まろうということに
なって、健康に気を付けてと再会を誓って終わりました。

（小田　栄作　記）

M高23-3クラス会
●開催日：令和5年4月8日（土）
●場　所：音羽茶屋新伊丹店 
●出席者：10名

1971年3月卒業のM高23-3のクラス会を音羽茶屋新伊丹
店で開催しましたので報告いたします。

恩師の古林宏先生と、古稀を過ぎましたクラスのメンバー
8名と小学2年生の男の子の合計10名で、昼食会を兼ねての
クラス会となりました。コロナ禍の前には、三宮で隔年開催
を行っていましたが、２年間開催できずに、昨年2022年か
ら古林先生のお住まいの近くで開催しています。

古林先生は、大正14年生まれの御年98歳ですがお元気に
出席していただきました。奥様は10歳下ですがお元気とのこ
とでした。古稀を過ぎた生徒ですが、まだまだひよっこでし
た。まだまだ現役の方、年金生活者、子育て奮闘中の方もい
ますが、来年も白寿を迎える古林先生をお迎えして開催する
予定です。

卒業時はクラス41名、連絡が取れる方は27名、取れない
方は15名（故人含）という現況です。　　　　（向井　伸　記）

D7 (高12)回最後のクラス会
「おしまい会」

●開催日：令和5年4月17日（月）
●場　所：湊川神社　楠公会館
●出席者：10名

D7最後のクラス会「おしまい会」が4月17日(月)に湊川神
社境内楠公会館で13時から開催されました。実に卒業以来
63年が経過しての開催でした。参加者全員が80歳を超えて
いました。直前に亡くなった鎌田邦男氏の長男修平君が遺影
と遺骨を携えて参加。卒業生37名で、すでに亡くなられた方
12名、消息不明の方4名、連絡が取れる人21名の内9名が参加、
修平君を入れて10名の大デリゲーションでした。

長年、クラス会のためにお骨折りくださった樽家氏へのお
礼、鎌田氏への献杯、参加者への乾杯から始まりました。中
には、63年振りに顔を合わせる人もいて、懐かしいやら驚き
やらで開催。思い出話や近況、今後への期待、計画など思い
思いの話に花が咲き、2時間があっという間に経過、明るく、
楽しく、すこやかな生活を誓い合ってお開きとなりました。

ご出席の皆様、お出になれなかったクラスの皆様のご健康
を祈りつつのご報告です。　               （長野　繁敏　記）
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活躍する同窓生
昨年度に引き続き、多方面で活躍されている同窓生を紹介

したいと思います。

「ものづくり、ひとづくり」
嶋田　聡さん

株式会社島田工作所　
代表取締役
P高30（S.53.3  土木科卒）
令和3年11月
　瑞宝単光章　受章

曾祖父から続く左官屋の家に生まれ、ものづくりを見据え
て県工へ進学いたしました。卒業後は左官職人として技能を
習得してからのち経営を継ぎ、育ててくれた左官業界へ少し
でも恩返しできないかとの思いで平成28年には兵庫県左官
工業協同組合の理事長を就任させていただきました。

兵庫県左官工業協同組合の活動の一環として、行政から委
託を受け小中高生を対象に左官の実技体験授業を行う「出前
講座」というものがあります。卒業から40年後の平成30年
にその「出前講座」を母校である県工に自ら趣旨説明に出向 
き、講師として再び戻ってくることができました。

サッカー部のOBで新年の「初蹴り」には毎年、県工の門
をくぐっておりましたが、まさか母校で授業をする日が来る
とは夢にも思っておりませんでした。

私のルーツは伝統ある県工で過ごした3年間と言っても過
言ではありません。今では想像もつかないほど厳しい先生方
や部活動の先輩方に揉まれながら苦楽を共にした仲間と過ご
した県工生活のおかげで今日まで左官業、組合公務を邁進す
ることができました。

そして今その母校へ、生徒の皆さんに授業をすることで恩
返しができるということは感無量であります。

県工OBとしての誇りをもって生徒の皆さんへ「出前講座」を
通して社会へ出ていく心構えを少しでも伝えていければ幸いです。

最後に生徒の皆様へ伝統ある県工の生徒である事の誇りを
胸に、残りの高校生活を健康に留意され学業に精励されます
ようご祈念申し上げます。

令和４年度 母校部活動の記録
◆硬式野球部　

・第104回全国高等学校野球選手権兵庫大会　初戦敗退
◆軟式野球部　

・第67回全国高等学校軟式野球選手権兵庫大会　初戦敗退
・春季兵庫県高等学校軟式野球大会　ベスト８

◆男子ハンドボール部　
・兵庫県高校総体ハンドボール競技会 １回戦敗退
・兵庫県高校新人ハンドボール競技大会　第５位

◆女子ハンドボール部  
・兵庫県高校総体ハンドボール競技会　1回戦敗退
・兵庫県高校新人ハンドボール選手権大会 １回戦敗退

◆サッカー部  
・兵庫県高校総体サッカー競技　2回戦敗退
・令和４年度兵庫県高校サッカー選手権予選　２回戦敗退

◆陸上競技部　
・第55回近畿高校ユース陸上選手権大会

男子800ｍ　出場　男子やり投　第７位
・第74回兵庫県高校ユース陸上競技選手権大会

男子やり投げ　第３位　男子800ｍ　第３位
◆ソフトテニス部　

・兵庫県高校ソフトテニス新人中央大会  団体戦１回戦敗退　
◆硬式テニス部  

・兵庫県高校総体テニス競技大会　団体戦1回戦敗退　
個人戦予選シングルス・ダブルス出場

・兵庫県高校対抗テニス新人大会　団体戦1回戦敗退　
個人戦予選シングルス・ダブルス出場

◆バスケットボール部  
・兵庫県高校総体バスケットボール競技代替大会　男子３回戦敗退
・全国高校バスケットボール選手権大会兵庫予選　１回戦敗退

◆バドミントン部 
・兵庫県高校総体バドミントン大会出場
・兵庫県高校新人バドミントン選手権大会　出場

◆卓球部　
・兵庫県高校総体卓球競技　女子学校対抗　１回戦敗退
・令和４年度県民大会卓球競技兼国体予選

男子シングルス　３回戦敗退
女子シングルス　２回戦敗退

◆バレーボール部
・兵庫県高校総体バレーボール競技　３回戦敗退
・兵庫県高校バレーボール新人大会　１回戦敗退

◆空手道部　
・全国高校選抜：福岡県

男子団体組手　２回戦敗退
女子団体組手　３回戦敗退

・近畿高校空手道大会
男子団体組手　第５位
男子団体形　第２ラウンド敗退
男子個人組手　第３位
女子団体組手　第５位
女子団体形　第３ラウンド敗退

・兵庫県高校総体
男子団体組手　第３位
男子団体形　第５位
男子個人組手　第５位
女子団体組手　第３位
女子団体形　第５位

・兵庫県高校空手道新人大会
男子団体組手　準優勝
男子団体形　第３位
男子個人組手　準優勝
女子団体組手　第３位
女子団体形　第７位

◆柔道部　
・兵庫県高校総体育柔道大会　男子団体戦出場

◆山岳部　
・第68回近畿高校登山大会　男子B隊　第２位
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　本校は県を代表する工業高校として、工業技術の向上やものづ
くりへの挑戦、そして生徒たちが元気に活動する学校づくりを進
めています。

　そこで、部活動の充実のために、トレーニング機器や楽器、植
物育成実験機器などを整備し、運動部・文化部ともに活動を充実
させるための応援をお願いしています。

令和４年度　亀山賞・別車賞

亀
山
賞

水 泳 部 福﨑　彩花
山 岳 部 廣瀬京太郎　・　福西　楓雅

空 手 道 部

岩澤　空良　・　塩谷　京悟
岡野　瑞樹　・　坂本　真子
白石　夏季　・　土井　心呂
南　　颯太

別
車
賞

チャレンジ同好会
（ 建 築 科 ）

秋田　莉菜　・　小野田法子
梶原　瑚雪　・　古閑　遙祢
佐々木  汐

総 合 理 化 学 科 今岡　紗碧　・　前中　夕奈

都 市 環 境 工 学 科 安孫子華澄　・　佐々木彩華
渡辺　緒未

デ ザ イ ン 科

黒臺　　然　・　河村　沙来
繩井　　輝　・　田中真友美
矢野　純奈　・　古川さくら
花房　史奈　・　関戸　奏乃
仲　りりか　・　丸山　愛奈
吉本有海香

無 線 研 究 部 田尾　文弥　・　岡田　希美

令和 4年度工高生デザインコンクール
建 築 科 入選　１名

令和 4年度日本大学全国高等学校建築設計競技

建 築 科
優秀賞　１名
審査員特別賞　１名
最優秀学校賞受賞

令和 4年度日本工業大学建築設計競技
建 築 科 佳作　１名

令和 4年度全国高等学校
デザイン選手権大会

デ ザ イ ン 科  決勝大会出場　１名

令和 4年度デザインパテントコンテスト
デ ザ イ ン 科  選考委員長特別賞　１名

・兵庫県高校総体登山大会　男子の部　第４位
◆自転車競技部 

・全国高校総体（インターハイ）：香川県　スプリント出場
・全国高校選抜：福岡県　ケイリン・４ｋｍ速度競走出場

◆ラグビー部　
・兵庫県高校総体　２回戦進出
・兵庫県新人戦　初戦敗退

◆水泳部　
・兵庫県高校総体水泳競技大会　出場
・近畿高校新人水泳競技大会　５０ｍ自由形　出場

◆写真部　
・令和４年度　春季写真コンテスト　神戸支部大会　佳作
・兵庫県高校総文　神戸支部予選　佳作

◆吹奏楽部
・第69回兵庫県吹奏楽コンクール出場
・第45回神戸地区大会2022　銀賞

◆無線研究部 　
・第17回全国高校ARDF競技大会

クラシック女子個人　第６位
スプリント女子個人　第７位

・2022高校ARDF競技大会　関西地区大会
高校対抗　第２位　高校個人女子優勝

◆ロボット研究部
・ひょうご高校生ロボット競技大会2022

Basic Classキットパーツ部門　準優勝
◆放送委員会 

・第69回ＮＨＫ杯全国高校放送コンテスト　
ラジオドラマ部門　優良賞　県５位
朗読部門　準決勝進出

・第46回兵庫県高校総文放送文化部門
ラジオドラマ番組小部門　ドキュメント　佳作

令和 4年度　高校生ものづくりコンテスト
測量部門

都 市 環 境 工 学 科 近畿大会優勝　１チーム
全国大会 優勝　３名

令和 4年度全国高等学校
ファッションデザイン選手権大会

デ ザ イ ン 科  入選　３名

令和 4年度修成建築設計競技
建 築 科 最優秀賞　１名

令和 4年度　高校生ものづくりコンテスト
化学分析部門

総 合 理 化 学 科 近畿大会　第 3 位 　1 名
近畿大会　敢闘賞　 1 名

ふるさと納税制度を活用して
“県立学校環境充実応援プロジェクト”に参加しませんか

お問い合わせ先は学校（TEL.078-671-1431）または下記ホームページへ

●学校ホームページ  http://www.hyogo-c.ed.jp/˜hyogo-ths/ ●
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 令和５年度 母校の兵工祭 日程 
●日時：令和５年11月３日（祝）9時～ 14時30分
●場所：県立兵庫工業高等学校　受付は正門
※予定です。詳しくはお問合せ下さい。

令和５年度　母校の人事
（令和５年4月1日付）

管理職・同窓生関係のみ掲載
〈転入〉 

校　長 岩 井 　 高 士  尼崎工業
教　頭 林 　 　 泰 孝  飾磨工業
事務長 川 東 　 丈 純  小　　野
教　諭(M科) 竹 谷 　 吉 弘（M高58）  神崎工業
実習助手(A科)  山 岡 　 典 子（A高41）  尼崎工業
実習助手(E科)  田 中 　 蓮 恵（E高74）  民　　間
実習助手(D科)  稲 葉 　 彩 萌（D高71）

〈転出〉
校　長 矢 部 　 宰 文　 退　　職
教　頭 東 濱 　 善 通（C高39）  西脇工業
事務長 川 上 　 忠 良　　　　　 宝 塚 北

委 員 長　 ・　 D　14 　・　 三 原 　 隆
委 員　 ・　 A高29 　・　 望 月 　 真 早 美
委 員　 ・　 M高16 　・　福 家 　 巌
委 員　 ・　 E高26 　・　 伊 木 雅 博
委 員　 ・　 C高16 　・　 塩 谷 隆 夫
委 員　 ・　 P高37 　・　平 川 正 彦
事 務 局　 ・　 A高25 　・　 前 田 　 学

令和５年度　広報委員会委員

14,465名の連絡のつかない方が
おられます（令和5年6月現在）

兵庫工業倶楽部会員名簿整備に
本年も皆さんのお力をおかしください!

兵庫工業倶楽部会員　実態表
卒業総人数 連絡可能 連絡不可 故人

A   4,112    1,721   1,290    1,101
M  10,910    4,026    4,996    1,888
E   6,105    2,347    2,236    1,522
C   5,359    1,956    2,402    1,001
P   3,428    1,473    1,069      886
D   2,568    1,492      963      113
T   2,411    1,301    1,060       50
I   1,298      846      449        3
計  36,191   15,162   14,465    6,564

兵庫工業倶楽部の活力を保つためには、連絡可能な方を増
やしましょう。

ぜひ皆さま、時にはクラス会を開催し、旧友と再会を果
たしてください。こんなにクラス会が楽しいものだったかと、
皆さんおっしゃいます。

クラス会開催に必要な名簿は、事務局で準備いたします。

＊事務局の勤務予定日（やまなみ会館 9:00~16:00）＊
勤務日 月 火 水 木 金

事務局 小　口 前　田 前　田 休　み
前　田
小　口

⃝春休み・Gウイーク・夏休み・冬休みの学校休日は休み
　ます。（土・日・祝休み）

 令和５年度 各会総会の予定 
　今年度は下記の4学科会の総会・懇親会が予定されてい
ます。
　機械会の総合同窓会は来年度11月下旬に開催予定です。

◆9 月 1 6 日　電気会　楠公会館　案内状同封
◆9 月 3 0 日　建築会　楠公会館　案内状同封
◆10月28日　土木会　場所未定　案内状同封
◆11月11日　デザイン会 TOOTH TOOTH FISH
                     IN THE ROREST　案内状同封
◆機械会　　　令和6年11月下旬に開催予定

全科の同窓生の皆様へ 
作品展出展のお願い

〝自由な思いを形に〟をモットーに２年に１回開催して
いるデザイン会主催 同窓生作品展 第７回「形・かたち・彩・
いろ展」を開催します。会場には出展者を訪ねてクラス
メートたちが集まり久々のミニクラス会も開かれていま
す。また兵工同窓会の活動として新聞に記事が掲載され
るなど成果は大変大きいものとなっています。この作品
展をデザイン科だけのものと捉えず全科の活動の一つと
してぜひ盛り上げてください。皆様の出展を心よりお待
ちしております。　　　　  デザイン会会長　霞末由可利

●会期：令和６年３月２８日（木）～４月２日（火）
　　　　10時～ 17時30分（最終日は16時まで）
●会場：アートホール神戸（元町駅北側兵庫県学校厚生会１階）
●作品の種類：絵画、イラスト、写真、工芸、立体、その他
●サイズ：幅100㎝まで、高さ180㎝まで（何れも要相談）
●出展料：３千円
●申込期間：令和5年9月１日～ 12月20日
●申し込み方法：卒業した科、氏名、卒業年度、作品の種
類を記載して郵送、FAX、メールなどでお知らせください

●申込先：兵庫工業倶楽部デザイン会事務局
　〒652-0863　神戸市兵庫区和田宮通2丁目1-63
　TEL/FAX　078-681-9797　
　e-mail　hths_club@yahoo.co.jp


